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１．検討対象波源 1

設計津波波源として、現行計画のとおり、レベル1津波として、大和川以北（大阪港）は想定昭和南海地震
津波（モデルＣ）、大和川以南は想定安政南海地震津波（モデルＡ）を対象とする。

計算潮位は、通年の朔望平均満潮位＋海面上昇量（2℃上昇：0.4m、4℃上昇：0.7m）とする。

津波水位を算出するため壁立て計算を実施、防波堤等の沖合構造物は地震・津波により倒壊しないものと
して計算を実施する。

想定昭和南海地震モデル 想定安政南海地震モデル

【出典】海岸保全施設の技術上の基準・同解説（平成30年8月）p.2-83

※ 第1回気候変動検討部会における決定事項



２．地形条件 2

津波の計算に用いる地形条件については、計画目標の21世紀末時点の地形を想定し、21世紀末の地形に最も近いと考えられる港湾計画
（防波堤等の沖合構造物、埋立地）を反映した地形とした。（高潮推算・波浪推算も同様）

【考慮する将来地形（大阪港）】



２．地形条件 3

【考慮する将来地形（堺泉北港）】



２．地形条件 4

【考慮する将来港形（阪南港）】



２．地形条件 5

【地区海岸（大阪港）】

布 屋

【出典】地図・空中写真閲覧サービス（国土地理院）

対象とする地区海岸を以下に示す。

【地区海岸（布屋）】



２．地形条件 6

【地区海岸（阪南港）】

【地区海岸（堺泉北港）】



２．地形条件 7

【地区海岸（二色港貝塚地区～阪南市貝掛地区）】



２．地形条件 8

【地区海岸（下荘漁港箱作地区～岬町小島南地区）】



本検討 既往の設計津波検討※1 ※2

大和川以北：大阪市策定の想定昭和南海地震（モデルC）

大和川以南：大阪府策定の想定安政南海地震（モデルA）
同左

海底地形、陸上地形および構造物に地殻変動量を考慮

※陸上地形および構造物の地殻変動量が隆起の場合はゼロ
同左

非線形長波理論式 同左

本間公式 同左

2,430m→810m→270m→90m→30m→10m 1,350m→450m→150m→50m→25m→12.5m

港湾計画図、海図、海底地形デジタルデータ、JTOPO30等に基づ

くデータ
ETOPO2、沿岸の海の基本図、海図等に基づくデータ

基盤地図情報（5mDEM）、航空レーザ測量（LP）に基づくデータ

※陸側境界を完全反射条件とするため陸域への浸水は非考慮

数値地図 50m メッシュ（標高）、都市計画図（1/2,500

）、航空レーザ測量（LP）に基づくデータ

河川横断測量成果に基づくデータ 同左（ただし測量時期の違いがあり）

土地利用に応じて設定 同左

沖合構造物 線構造物（鉛直壁）として設定し、越流破壊なし 同左

海岸堤防 完全反射条件（鉛直壁） 同左

河川堤防 完全反射条件（鉛直壁） 同左

通年の朔望平均満潮位＋海面上昇量 通年の朔望平均満潮位

6時間 同左

C.F.L条件より設定 同左

自由透過条件 同左

完全反射条件（河川敷等の浸水は考慮） 同左

※1　「平成15年度 大阪港津波対策検討調査業務」（平成16年3月、大阪市港湾局）

※2　「泉州海岸外 大和川以南 津波浸水シミュレーション業務委託」（平成16年3月、大阪府港湾局）
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計算潮位

計算時間

計算時間間隔

沖側境界条件
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ケース名
通年の朔望
平均満潮位

海面
上昇量

計算潮位

現在気候 0.0m
O.P.+2.2m

（T.P.+0.9m）

2℃上昇シナリオ 0.4m
O.P.+2.6m

（T.P.+1.3m）

4℃上昇シナリオ 0.7m
O.P.+2.9m

（T.P.+1.6m）

O.P.+2.2m

３．計算条件 9

レベル1津波を対象に、3ケース（現在気候、2℃上昇シナリオ、4℃上昇シナリオ）の津波シミュレーションを実施する。

地形条件は、21世紀末の地形に最も近いと考えられる港湾計画（防波堤等の沖合構造物、埋立地）を反映した地形とする。

津波来襲時には水門の閉鎖体制がとられていること、水門を閉鎖した方が沿岸の津波水位が高くなることを踏まえ、水門の開閉条件は
全閉とする。

【計算ケース】【予測計算における計算条件一覧】

※ 最新の潮位観測データを用いて朔望平均
満潮位（通年）を見直したため、現行計
画よりも初期潮位条件が0.1m高い。


